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「
第
六
回
日
本
善
行
会

創
立
八
十
周
年
記
念

事
業
準
備
委
員
会
」

第
六
回
の
「
日
本
善
行
会

創
立
八
十
周
年
記
念
事
業
準

備
委
員
会
」
が
、
九
月
十
六

日
に
開
催
さ
れ
、記
念
品
（
男

性
は
ネ
ク
タ
イ
、
女
性
は
ス

カ
ー
フ
）
の
準
備
、
記
念
式

典
、
祝
賀
会
の
来
賓
や
感
謝

状
贈
呈
対
象
者
等
そ
の
内
容
、

今
後
の
案
内
の
段
取
り
等
に

つ
い
て
検
討
が
行
わ
れ
た
。

　理
事
に
選
任
さ
れ
て

　群
馬
県
北
毛
支
部

　支
部
長

　島
村

　弘
子

こ
の
度
、
理
事
に
選
任
さ

れ
ま
し
た
群
馬
県
北
毛
支

部
の
島
村
で
す
。
大
役
を
仰

せ
つ
か
り
、
身
の
引
き
締
ま

る
思
い
で
す
。
誠
に
微
力
で

は
ご
ざ
い
ま
す
が
、
諸
先
輩

方
ま
た
会
員
皆
様
の
ご
助

言
を
い
た
だ
き
な
が
ら
、
任

務
を
全
う
し
た
い
と
思
い

ま
す
。
よ
ろ
し
く
お
願
い
致

し
ま
す
。

私
と
善
行
会
と
の
出
会
い

は
、
平
成
十
一
年
の
秋
で
し

た
。
当
初
は
「
善
行
会
」
と

は
何
な
の
か
、
全
く
分
か
ら

ず
に
お
り
ま
し
た
が
、
そ
の

翌
年
の
秋
、
私
が
三
十
年
に

わ
た
り
行
っ
て
き
た
青
少

年
育
成
活
動
が
評
価
さ
れ
、

秋
の
善
行
表
彰
の
受
賞
が

決
定
し
た
と
の
連
絡
を
受

け
ま
し
た
。
戸
惑
い
な
が
ら

も
出
席
し
た
式
典
で
は
、
厳

か
な
雰
囲
気
で
緊
張
も
致

し
ま
し
た
が
、
立
派
な
賞
状

を
受
け
取
り
大
変
感
激
致

し
ま
し
た
。

お
聞
き
し
て
お
り
ま
す

と
、
平
成
二
十
九
年
度
本
会

創
立
八
十
周
年
の
節
目
を

迎
え
る
大
事
業
が
控
え
て

い
る
由
、
一
役
員
と
し
て
微

力
な
が
ら
応
援
を
し
て
ゆ

く
つ
も
り
で
す
。

ま
た
、
地
方
の
一
理
事
と

し
て
支
部
会
員
の
声
を
良

い
意
味
で
反
映
で
き
れ
ば

と
思
っ
て
い
ま
す
。

末
尾
に
な
り
ま
す
が
善
行

会
の
益
々
の
発
展
を
祈
念

申
し
上
げ
ご
あ
い
さ
つ
と

致
し
ま
す
。

新

理

事

紹

介

支
部
だ
よ
り

支
部
だ
よ
り

　　岩
手
県
支
部

平
成
二
十
八
年
度
総

会
並
び
に
善
行
表
彰

伝
達
式

岩
手
県
支
部
は
、
釜
石
市
大

町
の
「
釜
石
ベ
イ
シ
テ
ィ
ホ
テ

ル
」
に
お
い
て
平
成
二
十
八

年
度
総
会
並
び
に
春
季
・
特

別
善
行
表
彰
伝
達
式
を
六
月

四
日
に
開
催
し
ま
し
た
。

総
会
は
、
平
成
二
十
七
年

度
事
業
報
告
・
収
支
決
算
報

告
、
平
成
二
十
八
年
度
事
業

計
画
（
案
）・
収
支
予
算
（
案
）

に
つ
い
て
、
慎
重
審
議
の
結

果
、
原
案
通
り
承
認
可
決
さ

れ
ま
し
た
。
そ
の
後
、
監
事

に
臼
澤
氏
・
森
氏
が
新
し
く

選
任
さ
れ
ま
し
た
。

　

引
き
続
き
平
成
二
十
八
年

度
春
季
・
特
別
善
行
表
彰
伝

達
式
を
開
催
し
、
春
季
善
行

表
彰
受
賞
者
（
校
）
釜
石
市

甲
子
小
学
校
・
釜
石
市
大
平

中
学
校
大
槌
高
等
学
校
の
代

表
者
、
そ
れ
ぞ
れ
に
表
彰
状

と
善
行
章
が
、
特
別
善
行
受

賞
者
に
表
彰
状
と
善
行
銀
章

が
岩
間
支
部
長
よ
り
伝
達
さ

れ
、
受
賞
者
の
功
績
を
た
た

え
て
、
お
祝
い
の
言
葉
と
激

励
の
挨
拶
が
あ
り
ま
し
た
。 

受
賞
者
の
皆
さ
ん
よ
り
、
本

日
の
表
彰
を
励
み
に
こ
れ
か

ら
も
、
地
域
社
会
や
住
民
と

の
絆
を
大
切
に
し
て
、
地
域

社
会
活
動
に
努
め
て
参
り
ま

す
と
、
力
強
く
感
謝
の
言
葉

　　香
川
県
支
部

平
成
二
十
八
年
度

総
会
・
特
別
善
行

表
彰
伝
達
式
並
び

に
懇
親
会
を
開
催

平
成
二
十
八
年
六
月
十
二

日
（
日
）、
ホ
テ
ル
サ
ン
ル
ー

ト
瀬
戸
大
橋
に
お
い
て
、
平

成
二
十
八
年
度
総
会
と
特
別

善
行
表
彰
伝
達
式
、
続
い
て
、

懇
親
会
を
開
催
し
た
。

　

総
会
で
は
、
平
成
二
十
七

年
度
の
事
業
報
告
、
平
成

二
十
八
年
度
の
事
業
計
画

案
、
平
成
二
十
七
年
度
の
収

支
決
算
報
告
、
監
査
報
告
、

平
成
二
十
八
年
度
の
予
算

案
、
規
約
改
正
が
承
認
さ
れ
、

ま
た
平
成
二
十
八
年
度
は
、

役
員
改
選
年
度
で
あ
り
、
新

任
と
し
て
、
支
部
長
に
西
村

一
夫
秀
天
氏
、
副
支
部
長
に

吉
本
義
弘
氏
、
丸
野
忠
義
氏
、

事
務
局
長
に
大
捕
文
男
氏
、

会
計
に
大
野
勝
氏
、
理
事
に

宮
本
隆
義
氏
、
青
少
年
指
導

部
長
に
吉
岡
光
一
氏
、
社
会

福
祉
部
長
に
大
林
セ
ツ
氏
が

そ
れ
ぞ
れ
承
認
さ
れ
た
。

次
の
伝
達
式
で
は
、
北
愼

一
副
支
部
長
か
ら
、
特
別
善

行
表
彰
受
賞
者
の
西
村
一
夫

秀
天
支
部
長
に
表
彰
状
と
金

章
が
、
西
村
一
夫
秀
天
支
部

長
か
ら
は
、
事
務
局
長
の
大

捕
文
男
氏
に
表
彰
状
と
銀
章

が
、
副
支
部
長
の
丸
野
忠
義

氏
に
平
成
二
十
七
年
度
善
行

川
柳
大
賞
会
長
賞
の
賞
状
と

盾
が
伝
達
さ
れ
た
。

続
い
て
、
来
賓
の
綾
宏
坂

出
市
長
、
有
福
哲
二
氏
か
ら

は
、
受
賞
者
へ
の
活
動
の
賞

　　宮
崎
県
都
城
支
部

都
城
支
部
の
活
動
報
告
を

い
た
し
ま
す
。

年
間
を
通
し
て
、
こ
つ
こ

つ
と
一
〇
〇
〇
個
以
上
の
折

り
鶴
を
作
成
し
て
、
高
齢
者

の
方
々
に
お
渡
し
し
て
、
と

て
も
喜
ば
れ
て
お
り
ま
す
。

お
知

　ら
せ

▽
平
成
二
十
八
年
度

　秋
季
善
行
表
彰
式

　〈
日
時
〉
　
　
　
　
　
　
　
　〈
場
所
〉

 

　平
成
二
十
八
年

　
　
　
　
　
　明
治
神
宮
参
集
殿

 

　十
一
月
二
十
六
日
（
土
）

　　熊
本
県
宇
土
支
部

震
災
を
乗
り
越
え

二
十
八
年
度
総
会
と

春
季
受
賞
伝
達
式

日
本
善
行
会

　熊
本
県
宇

土
支
部
（
山
下
八
郎
支
部

長
）
は
七
月
十
七
日
、
元
松

市
長
、
西
山
県
議
、
村
田
市

議
会
議
長
、
太
田
教
育
長
を

来
賓
に
迎
え
、
二
十
八
年
度

総
会
並
び
に
春
季
善
行
表

彰
伝
達
式
を
開
催
し
ま
し

た
。
山
下
支
部
長
は
熊
本
地

震
に
際
し
全
国
支
部
か
ら

の
義
捐
の
心
に
触
れ
、
支
援

の
輪
、
絆
に
感
謝
し
さ
ら
に

善
行
の
輪
を
拡
げ
る
活
動

　　大
分
県
大
分
支
部

伝
達
式
並
び
に

定
期
総
会
を
開
催

平
成
二
十
八
年
度
春
季
表

彰
者
伝
達
式
並
び
定
期
総
会

を
、
六
月
三
十
日
大
分
市
教

育
セ
ン
タ
ー
に
お
い
て
開
催

致
し
ま
し
た
。
来
賓
に
大
分

市
議
会
議
長
を
は
じ
め
大
分

市
教
育
委
員
会
児
童
支
援
室

長
、
大
分
市
社
会
福
祉
協
議

会
会
長
を
お
迎
え
し
て
の
式

典
と
な
り
ま
し
た
。

本
年
度
は
、
個
人
一
名
、

団
体
四
の
表
彰
の
伝
達
を
行

い
ま
し
た
。
個
人
で
は
大

分
県
内
で
初
め
て
善
行
金

章
受
賞
者
と
な
っ
た
、
志

水
忠
雄
さ
ん
（
八
十
五
歳
）

一
九
六
一
年
か
ら
五
十
五
年

間
街
頭
に
立
ち
通
学
中
の
子

供
の
見
守
り
等
の
功
績
が
評

価
さ
れ
ま
し
た
。
団
体
で
は

四
学
校
生
徒
会
の
行
為
に
対

し
高
い
評
価
を
受
け
ま
し

た
。
伝
達
後
、
松
井
猛
支
部

長
か
ら
の
祝
辞
、
ご
来
賓
の

皆
様
か
ら
の
ご
祝
辞
を
頂
き

ま
し
た
。

受
賞
者
を
代
表
し
て
大
分

市
立
城
東
中
学
校
三
年
生
村

瀬
怜
君
か
ら
の
謝
辞
が
あ

り
、
合
わ
せ
て
各
学
校
か
ら

引
率
さ
れ
た
先
生
方
に
、
ご

感
想
を
含
め
ご
挨
拶
を
頂
き

ま
し
た
。

「
教
育
の
一
環
と
し
て
福

祉
活
動
や
環
境
美
化
活
動

等
、
取
り
組
ん
で
き
ま
し
た

が
、
表
彰
と
い
う
形
で
評
価

さ
れ
た
こ
と
は
嬉
し
く
、
ま

た
こ
れ
か
ら
の
励
み
に
な
り

ま
す
。
全
校
生
徒
に
伝
え
た

い
」
と
話
さ
れ
ま
し
た
。

続
い
て
祝
電
の
披
露
、
日

本
善
行
会
本
部
よ
り
、
心
温

ま
る
お
祝
い
の
電
報
、
大
分

市
長
か
ら
の
祝
電
が
披
露
さ

れ
最
後
に
集
合
写
真
に
写
り

閉
会
と
な
り
ま
し
た
。

私
達
善
行
会
役
員
も
、
皆

さ
ん
の
喜
ん
で
も
ら
え
る
姿

を
励
み
に
更
に
内
容
の
充
実

を
図
り
た
い
と
思
い
ま
し

た
。
伝
達
式
閉
会
後
、
定
期

総
会
を
開
催
、
全
て
の
議
案

に
賛
同
頂
き
ま
し
た
。

報
告
事
項
と
し
て

一
．
善
行
会
大
分
支
部
に
、

大
分
市
長
が
名
誉
顧
間
と

し
て
就
任
さ
れ
ま
し
た
。

二
．
大
分
支
部
が
来
年
、
平

成
二
十
九
年
、
一
〇
周
年

を
迎
え
る
に
当
た
り
、
記

念
誌
を
発
行
す
る
事
を
報

告
し
ま
し
た
。

以
上
、
会
員
相
互
の
絆
が

深
ま
る
こ
と
を
念
じ
閉
会
し

ま
し
た
。

が
あ
り
ま
し
た
。

そ
の
後
、
懇
親
会
に
移

り
、
昨
年
秋
、
東
宮
御
所
に

参
内
し
て
「
皇
太
子
殿
下
」

の
ご
接
見
を
賜
っ
た
長
寿
善

行
者
お
二
人
よ
り
、
永
年
の

善
行
活
動
に
激
励
の
お
言
葉

を
賜
っ
た
お
話
な
ど
ご
接
見

内
容
が
語
ら
れ
ま
し
た
。
出

席
者
は
和
や
か
に
和
気
相
合

と
楽
し
く
語
り
含
い
、 

児
童

会
や
生
徒
会
活
動
、
ボ
ラ
ン

テ
ィ
ア
活
動
等
々
も
話
題
と

な
り
、
意
見
交
換
す
る
な
ど

し
て
、
懇
親
会
も
盛
会
に
行

な
わ
れ
ま
し
た
。

を
進
め
た
い
と
挨
拶
。
会
員

は
震
災
後
、
初
め
て
の
再
会

で
互
い
の
無
事
を
確
認
し

総
会
で
は
二
十
八
年
度
の

事
業
計
画
を
全
会
一
致
で

承
認
し
、
受
賞
伝
達
式
後
、

祝
賀
会
で
は
受
賞
者
と
共

に
懇
親
を
深
め
ま
し
た
。

賛
と
激
励
の
祝
辞
を
頂
き
、

受
賞
者
の
謝
辞
が
あ
っ
た
。

別
室
で
、
懇
親
会
を
開
催
、

会
員
相
互
の
情
報
交
換
な

ど
、
支
部
活
動
の
活
性
化
に

向
け
盛
り
上
が
る
中
、
宮
本

隆
義
理
事
の
本
会
の
発
展
を

期
し
て
の
中
締
め
の
音
頭
で

散
会
し
た
。

善
行
川
柳	

選
者 

東

　
　逸
平

○

咲
く
花
も

　忘
る
な
根
あ
り

　水
支
え

北
海
道

齊
藤

　
　勉

評
／
〈
忘
る
な
根
あ
り
〉
は
、
発
音
的
に
難
が
あ
り
ま
す
ね
。

　〈
咲
く
花
も

　水
の
支
え
と

　根
の
支
え
〉
と
し
た
ら
ど
う
で
し
ょ

う
か
。
―
風
鈴
も

　暖
房
ほ
し
が
る

　オ
ホ
ー
ツ
ク
―
は
、纏
ま
っ

て
い
ま
し
た
よ
。

○

上
州
の

　べ
え
べ
え
言
葉
は

　有
来
な
り

群
馬
県

横
江

　
　勇

評
／
〈
有
来
な
り
〉
が
、
こ
れ
も
発
音
的
に
工
夫
を
し
た
ほ
う
が
よ

い
で
す
ね
。
い
っ
そ
〈
当
た
り
前
〉
と
し
た
ら
。

○

加
齢
に
も

　善
行
心
は

　凛
々
と東

京
都

松
田
多
恵
子

評
／
〈
加
齢
に
も
善
行
を
積
む
日
は

　凛
々
と
〉
と
し
て
み
ま
し
た
。

如
何
で
し
ょ
う
か
。

○

聞
き
役
も

　心
癒
さ
る

　ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア

香
川
県

丸
野

　忠
義

評
／
心
癒
さ
る

　と
し
な
い
で
〈
心
癒
さ
れ
〉
と
す
る
と
場
面
が
鮮

烈
に
な
り
ま
す
よ
。
川
柳
は
、
明
る
く
分
か
り
や
す
く

　ユ
ー
モ

ア
を
含
め
て
詠
む
こ
と
を
基
本
的
に
忘
れ
な
い
こ
と
が
コ
ツ
で
す

ね
。
誰
に
も
分
か
る
表
現
を
し
ま
し
ょ
う
。




